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はじめに

近年，身体に障害を持った人達の各種スポーツ

への参加が年々高まり，現在ではほとんどのスポー

ツが盛んに行われるようになってきた．しかしな

がら，スキーに代表される冬季スポーツへの参加

はまだ十分とは言えない ． 年長野で開催さ

れた冬季パラリンピックで日本人選手が活躍した

こともあり，一般の人々にも障害者スキーに関心

を持たれるようになってきた．そのような中にあっ

て，両下肢障害者用スキーとしてチェアスキーが

普及し始めてきた．従来から使用されているチェ

アスキーは，一本のスキーにサスペンション機構

を介して椅子が取り付けられた構造をしており，

スキーヤーは両腕にアウトリガーを装着しバラン

スを取りながら滑るもので，上級者になると健常

者と変わらないダイナミックな滑りを実現するこ

とが可能である．しかしながら，脚が一本なため，

バランスをとることが難しく，スキー経験の全く

無い障害者がチェアスキーを自由に操作するため

には，かなりの努力が必要となり，レジャースポー

ツとして気軽にスキーを楽しむまでにはいたって

いないように思われる．したがって，チェアスキー

をさらに普及させるための底辺層の拡大という観

点からも，障害者福祉という観点からも，初心者

にとって手軽に楽しめる障害者用スキーの開発が

待たれている．

このような現状に鑑み，本研究では初心者が取

り組みやすく，安全に滑走が楽しめ，かつ競技志

向ではない新たな両下肢障害者用スキーの開発を



目的としており，従来用いられているチェアスキー

とは違い，安全性と操作の容易性を重要視し，二

本のスキー板を有する基本構造とした ．

昨年開発した両下肢障害者用スキー 号機 は，

重心位置の適切な設定により 号機よりも滑走性

能の向上，制動距離の短縮が見られた．しかし，

ターン時に健常者のように外脚荷重にすることが

できなかったため，まれに内脚側に荷重がかかり

バランスを崩すことがあった．そこで 号機におい

て，外脚荷重の効果を検証するためにシートの取

り付け位置を左右にずらして固定して滑走試験を

行い，ターン時にシートが外脚側（斜面上で谷側）

にあった場合の方が滑走性能は向上し，搭乗者の

安心感等の評価も高いことが判明した．

本研究は，ターン時に外脚荷重となるようにシー

トが左右にスライドする機構を取り付けた両下肢

障害者用スキー 号機を開発し，各種滑走試験を

行うことによりスライド機構がターンに及ぼす効

果について検証したものである．

両下肢障害者用スキー 号機

両下肢障害者用スキー 号機の滑走試験の結果よ

り，シートを外脚方向にずらして取付けたときに

は，健常者同様，外脚荷重となることから，滑走

性能が向上することが分かった． 号機ではターン

時にシートが遠心力により外脚方向にスライド移

動する機構を組み込んだ．両下肢障害者用スキー

号機を図 に，実機写真を図 に示す．障害者用ス

キー 号機では， のカービング用スキー板

を用いた．

スライド機構

号機に組み込まれているスライド機構は，シー

ト前部を回転中心としてシート後部が左右にスラ

イド（厳密には回転）する方式である．また，シー

トのスライド量は， （固定），左右に各 ，

　

　

， の各 段階に調節可能である．ス

ライド時（ ）の様子を図 に示す．
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滑走試験

滑走試験は平均斜度約 の斜面上に ，

， の 次元座標を設定し，解

析範囲とした．解析範囲がすべて撮影できる位置

に 台のビデオカメラを設置し，滑走試験を行っ

た． 号機において，シートのスライド量を （固

定），左右に各 ， ， と 段階

に変更し，解析範囲内で左ターン（助走距離

上方），および 字ターン（助走距離 上方）

を行った．撮影した映像はパーソナルコンピュー

タに取り込み，画像解析ソフト「 Ⅱ」

を用いて 次元解析を行い， 平面上でのスキー

板の軌跡を求めた．左ターン時の連続写真を図

に示す．

滑走性能に及ぼす重心移動の効果

まず，パラレルによる左ターンを行ったときのス

キー板の軌跡について検討する．シートを固定し

た場合とシートのスライドが可能な場合について

スキー板の軌跡を比較した結果，シートを固定し

た場合は外脚がずれを伴ったターンをしているの

に対し，シートをスライド可能にしたときは，外

脚，内脚ともにスキー板の軌跡がずれの少ないき

れいなターン弧を描いていることが分かった．一

例としてスライド量を に制限したときのス

キー板の軌跡を図 に示す．シート移動量

の場合はシートを固定した場合に比べて進入速度

が大きいにも関わらず外脚，内脚ともにずれの少

ないターンをしている．これはシートが遠心力で

外脚方向にスライドすることにより，より強く外

脚荷重になるためと考えられる．

次に，パラレルによる 字ターンを行ったときの

スキー板の軌跡について検討する．一例としてス

ライド量を に制限したときのスキー板の

軌跡の比較を図 に示す．図 はシートを固定し

た場合の軌跡である．このように重心移動を行わ

ず，回旋動作のみでも本機はパラレルによる 字

ターンが可能である．図 はシートが左右方向

へ スライド可能とした場合の軌跡である．

字ターンにおいても，単独の左ターン同様，外

脚，内脚ともに，ずれの少ないターンを行ってい

ることがわかる．これは重心移動により明確な外

脚荷重が実現できたためである．これらの滑走実

験からスライド機構による重心移動の有効性が示

されたと言える．
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結言

初心者が取り組みやすく，安全に滑走が楽しめ，

かつ，競技指向ではない新たな両下肢障害者用ス

キーとして，二本のスキー板を有するスレッジ型

を基本構造とする両下肢障害者用スキーの開発を

行い，各種滑走実験を行った．得られた結果を要

約すると次のようになる．

ばねとダンパで構成されるサスペンション機

構と一体化した回旋動作機構により，左右へ

のレバー操作のみでパラレルターンや制動を

行うことができた．

重心移動による外脚荷重の明確化により，一

層安定したターンが実現可能であることを３

次元動作解析手法を用いて明らかにした．

今後は障害者の意見を元に使い勝手の向上及び，
滑走性能のさらなる向上を目指したい．
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